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担当者名    教頭 野澤 俊英 

連 絡 先       0555-22-2540   

⼭梨県教育委員会  

地域と連携した防災教育の取組 について 
 

 

○本校が地域の防災避難場所に指定されていることから、富士山噴火等の発生に備え

て、ChatGPT を活用しながら学校と地域が一体となって防災教育に取り組み防災に

対する意識を向上せさせると同時に、地域を大切にする心を育む契機とするため実

施します。 

 

○次のとおり取材に対応します。取材を希望される場合は、１２月８日（金）１２時

までに下記担当者に連絡をお願いします。 

 

 （１）日時 

    令和５年１２月１０日（日） １４時００分～１６時００分 

 

 （２）場所 

    吉田高等学校 視聴覚室（北館４階） 

 

（３）タイムテーブル 
➀学校長挨拶（５分） 

➁１年生の防災委員によるプレゼンテーション（１０分×２グループ、２０分） 

➂プレゼンテーションにもとづくグループディスカッション（３５分） 

➃学校と地元自治会及び関係機関との連携の在り方についての検討（４０分） 

➄文部科学省安全教育調査官 木下史子氏からの講評（１５分） 

＊➂➃の際に、ChatGPT を活用する予定です。 

 

（４）参加者 

➀文部科学省安全教育調査官 木下史子氏 

➁富士吉田市職員 

➂地元自治会の代表者 

➃学校運営協議会委員（希望者） 

➄富士山学防災グループ（２年）および防災委員（１．２年）の生徒 

➅本校関係職員 

 
 

（５）連絡先 

    吉田高等学校 教頭 野澤 俊英 

    電話 ０５５５－２２－２５４０  


